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住友電工グループ
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百万円

連結売上高

2,033,827百万円
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4,005,561百万円

62.6%
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百万円

世界 約40カ国へ展開

自動車
情報通信

エレクロトニクス
環境エネルギー

産業素材
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中期経営計画2025
基本方針・「マルチステークホルダーキャピタリズム」

「脱炭素社会の進展」「情報化社会の進化」に伴う事業機会を確実にとらえ、

サステナビリティへの取組みを強化して、ステークホルダーの皆様との共栄を図ります。
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中期経営計画中期経営計画2025
成長戦略・注力3分野

「脱炭素社会・情報化社会」で広がる注力3分野における事業機会を

グループ横断的にとらえ、グリーン社会の未来に貢献していきます。
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基盤強化



6/12デジタル活用の方向性 ｢全社DX計画｣の全体像

全社DX計画



7/12｢全社DX計画｣推進体制

• 2021年4月、社長を委員長とする「DX推進委員会」を設置。

• 社内全部門にそれぞれの「DX推進責任者」を任命し、これらの「DX推進責任者」か
らなる「DX推進実務者委員会」設置。

• この｢DX推進実務者委員会｣で、モデル事例の共有と横展開検討、各部門の課題の明
確化、各部門の具体的な計画（「部門DX計画」）の策定、全社に共通／横断の取り
組み（「全社DX基盤」）に関する情報の共有などを実施している。

推進体制



8/12サプライチェーン強化に向けたDXの目標

［方針］グローバルでの「業務データの統合・活用」を進める。

［進め方］

［推進指標］

• 「全社データ統合基盤」（データハブ）にグループ各社の業務データを集
約し、必要に応じて、全社軸や事業部軸での活用を行えるようし、グロー
バルでの棚卸資産の削減、リードタイムの削減を効果的に進める。

• 関係会社間取引のEDI 100%化を進める。（25年度）

• 取引先を含むサプライチェーンのリスク管理のデジタル化・高度化も図り、
CO2など環境問題への対応をはじめとするSDGs対応を進める。

• データ統合化率 、EDI化率



https://sumitomoelectric.com/
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